
会 議 録 

会議の名称 

 

第 3 回 飯塚市協働のまちづくり推進委員会 

 

開催日時 令和 3年 10 月 7 日(木) 14：00～16：00 

開催場所 飯塚市市民交流プラザ 

出席委員 

貞清委員長、白瀧副委員長、田中委員、中村委員、田代委員、 

渡辺委員、吉田委員、真隅委員、松田委員、尾方委員、藤川委員、 

成本委員、松岡委員 

欠席委員 上野委員、岡松委員 

事務局職員 【まちづくり推進課】大庭課長、毛利課長補佐、栗田係長、水野 

会議内容 

1 委員長あいさつ  

 

2 会議（グループワーク）の進め方について 

○班編成 

4 名/班の 3班編成：委員長は班に属さず各班の状況確認と助言 

○進め方 

グループワークの進め方について、資料１により事務局より説明後、

委員長より補足説明 

  ※付箋紙の使い分けについて 

   緑・・・テーマ 

   黄・・・目指す姿（こうなってほしい、こうあるべき） 

   【解決、実現のための方策やアイデア】 

   桃・・・市民、団体、自治会等が行うこと 

   青・・・市、行政が行うこと 

3 グループワーク 

○課題解決に向けた協議テーマ 

①自治会 

②まちづくり協議会 

③市民活動への支援 

○各班にてグループワーク実施（30 分×3テーマ） 

  各班話し合うテーマ順 

   1 班：②→③→① 

   2 班：③→①→② 

   3 班：①→②→③ 



○各班検討結果発表 

 各班代表者が最後に話し合ったテーマについて協議結果などを発表 

※発表内容の概要 

・1班【①自治会】 

学生は自治会のことを知らないことが多いので、大学（学生）で自治

会に関するワークショップを実施して、自治会がどういったことをして

いるのか、どういった行事があるのかなど自治会の取り組みを聞いて、

解決策などを話し合ってはどうかといった意見あり。 

・2班【②まちづくり協議会】 

まちづくり協議会は、地域団体ではあるものの市民への周知度は低い

と考えられるため、地域住民が興味を持つ事業の取り組みを進め、行事

計画や活動報告等については、SNS などを活用して、幅広く周知してい

くべきである。また活動に参加した住民の意見を集約できる組織体制や

他地区との相互連携体制の構築も必要ではないかと考えられる。 

 ・3 班【③市民活動への支援】 

  市民活動を支援する場所として市民交流プラザについては、もっとＰ

Ｒすべきであり、気軽に立ち寄れ、学生や市民活動団体に加えて地域の

方ともつながり出会える場所になってほしい。例えば交流プラザを活用

して、地域・市民活動団体・学生によるワークショップなどを開催する

といったことも考えられる。 

○委員長講評 

 各班発表やグループワークの状況についての感想を発言いただく。 

4 その他 

 ・次回の委員会について 

→事務局で今回の協議結果等を整理、取りまとめを行い、ある程度の

整理ができた段階で、各委員に追加意見等の募集を行ったうえで、今

年度の報告(案)をまとめて、次回の委員会で協議する。次回について

は年明け 1～2 月頃に開催することとし、詳細な日程は決定次第委員

あて通知する。 

会議資料 

第 3回推進委員会レジメ 

資料 1「第 3回推進委員会(グループワーク)の進め方」 

資料 2「第 2回推進委員会において抽出された課題一覧」 

資料 3「令和 3年度における飯塚市協働のまちづくり推進委員会」 

別添資料「第 2回推進委員会後の要望事項等について」【資料綴り】 

 

公開・非公開

の別 

１ 公開   2 一部公開   ３ 非公開 

(傍聴者 0人) 

その他 
 

 

 


